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条
例
の
一
部
改
正
（
５
件
）

▼
白
川
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
白
川

町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費

用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

▼
白
川
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　人
事
院
勧
告
の
内
容
に
準
じ
、

特
別
職
の
職
員
及
び
議
会
議
員
の

期
末
手
当
に
つ
い
て
、
一
般
職
の

職
員
の
給
与
に
つ
い
て
所
要
の
改

正
を
す
る
。

▼
白
川
町
収
入
印
紙
等
購
入
基
金

条
例
の
一
部
改
正

　岐
阜
県
証
紙
条
例
の
廃
止
に
伴

い
、
岐
阜
県
収
入
証
紙
の
販
売
が

終
了
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
所
要

の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
営
単
独
住
宅
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　町
営
住
宅
赤
河
団
地
の
２
階
を

世
帯
用
か
ら
単
身
用
に
用
途
変
更

す
る
こ
と
に
伴
い
、
住
宅
の
管
理

戸
数
に
変
更
が
生
じ
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る

行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利

便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の

簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め

▼
白
川
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正

　議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
目
的
と
し

て
、
情
報
通
信
端
末
機
器
の
会
議

に
お
け
る
使
用
に
つ
い
て
規
定
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

そ
の
他

▼
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る

協
定

　よ
り
快
適
で
幸
福
な
暮
ら
し
の

実
現
に
必
要
な
都
市
機
能
と
生
活

機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
美
濃
加

茂
市
と
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関

す
る
協
定
を
締
結
す
る
た
め
議
決

す
る
。

▼
町
道
路
線
の
認
定

　道
路
整
備
に
伴
い
、
町
道
路
線

の
一
部
を
再
編
成
す
る
た
め
、
次

の
路
線
を
町
道
路
線
と
し
て
認
定

す
る
。

　六
呂
山
線
（
町
道
水
穴
線
か
ら

町
道
上
赤
河
線
ま
で
）

▼
簡
易
水
道
基
盤
強
化
の
た
め
の

令
和
８
年
度
予
算
確
保
を
求
め

る
意
見
書

　持
続
可
能
な
簡
易
水
道
を
整

備
・
運
営
す
る
た
め
、
国
会
を
は

じ
め
政
府
機
関
に
令
和
８
年
度
予

算
編
成
に
あ
た
り
特
段
の
配
慮
を

お
願
い
す
る
た
め
、
意
見
書
を
提

出
す
る
。

の
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

等
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す

る
。

議
会
規
則
の
改
正
（
２
件
）

▼
白
川
町
議
会
傍
聴
規
則
の
全
部

改
正

　新
庁
舎
へ
の
移
転
及
び
最
近
の

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
開
か
れ
た
議
会
の
実
現

に
向
け
て
、
所
要
の
整
理
を
行
う

必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
の
全
部
を

改
正
す
る
。

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！

①
傍
聴
人
の
定
員

　議
場
の
広
さ
の
関
係
上
、

新
庁
舎
の
定
員
は
、
10
人
と

な
り
ま
す
。

②
水
分
補
給
が
可
能
に

　こ
れ
ま
で
議
場
内
で
は
飲

食
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
体
調
管
理
の
た
め
の
水

分
補
給
（
水
又
は
お
茶
に
限

り
ま
す
）
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

③
傍
聴
の
受
付

　「
傍
聴
人
受
付
簿
」
か
ら

年
齢
の
欄
を
削
除
し
ま
し

た
。
な
お
、
受
付
の
際
は
、

住
所
と
氏
名
の
記
入
が
必
要

で
す
。

 

主
な
内
容

（
一
般
会
計
）

▼
総
務
費

・
ふ
る
さ
と
納
税
額
の
増
加
に
伴
う
返
礼
品
、
事
務

処
理
手
数
料

　
 

１
９
９
８
万
円

▼
民
生
費

・
児
童
手
当
事
業

 

２
４
６
万
円

▼
衛
生
費

・
簡
易
水
道
事
業
会
計
繰
出
金

 

５
５
０
万
円

・
配
水
及
び
給
水
費
（
水
道
施
設

等
修
繕
量
）

 

５
９
３
万
円

 

主
な
質
疑

問
道
の
駅
経
営
改
善
応
援
金
は
、

毎
年
行
う
も
の
な
の
か
。

答
道
の
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
ま

で
を
想
定
し
て
お
り
、
令
和
７
・

８
年
度
の
２
か
年
で
の
応
援
を
予

定
し
て
い
る
。

問
※

緊
急
銃
猟
の
対
象
は
。

答
危
険
鳥
獣
に
指
定
さ
れ
て
い
る

ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
に
限
ら
れ
、
イ

ノ
シ
シ
は
、
成
獣
し
か
対
象
と
な

ら
な
い
。

問
緊
急
銃
猟
に
対
す
る
準
備
状
況

は
。

答
市
町
村
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
白
川

町
猟
友
会
に
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
現
在
、
策
定
を
し
て
い
る
。

　

・
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整

備
事
業
費
補
助
金

　
 

２
０
０
万
円

▼
農
林
水
産
業
費

・
緊
急
銃
猟
関
連
費
用

 

５
０
万
円

・
中
山
間
地
域
農
業
生
産
基
盤
整

備
促
進
事
業
補
助
金

 

４
１
２
万
円

▼
商
工
費

・
道
の
駅
経
営
改
善
応
援
金

 

３
０
０
万
円

▼
土
木
費

・
住
宅
管
理
事
業
（
修
繕
料
）

 

１
１
０
万
円

▼
教
育
費

・
給
食
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
修
繕
工

事
 

５
９
０
万
円

▼
災
害
復
旧
費

・
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事

業
 

１
３
３
０
万
円

・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

 

２
０
０
万
円

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

・
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業

 

６
５
０
万
円

（
簡
易
水
道
事
業
会
計
）

・
原
水
及
び
浄
水
費
（
水
質
検
査

委
託
料
）

 

１
１
０
万
円

第４回定例会令和７年度 補正予算

　令和７年第４回定例会を、昨年
１２月１１日と１２日の２日間にわたっ
て開催しました。
　今定例会では、５人の議員が一般
質問を行い、町政の課題等について
質問したほか、令和７年度補正予算
や条例の改正など町長提出の９議案
と議員発議による条例・議会規則の
改正など４つの議案を審議し、いず
れも議員全員の賛成により原案のと
おり可決しました。

補正予算･条例改正など13の議案を可決会計区分

一般会計（第4号）

介護保険特別会計（第2号）

簡易水道事業会計（第2号）

補正予算額

8,900万円

700万円

1,100万円

補正後の予算総額

85億7,200万円

11億9,140万円

10億3,100万円

※

緊
急
銃
猟
と
は

　人
の
生
活
圏
内
（
住
宅
地
等
）  

に
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
が
出
没
し
た

場
合
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た

と
き
に
、
市
町
村
が
銃
器
を
使
用

し
て
捕
獲
等
が
で
き
る
制
度

令和 8 年 2 月 1 日 23 しらかわ議会だより No.219



条
例
の
一
部
改
正
（
５
件
）

▼
白
川
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
白
川

町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費

用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

▼
白
川
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　人
事
院
勧
告
の
内
容
に
準
じ
、

特
別
職
の
職
員
及
び
議
会
議
員
の

期
末
手
当
に
つ
い
て
、
一
般
職
の

職
員
の
給
与
に
つ
い
て
所
要
の
改

正
を
す
る
。

▼
白
川
町
収
入
印
紙
等
購
入
基
金

条
例
の
一
部
改
正

　岐
阜
県
証
紙
条
例
の
廃
止
に
伴

い
、
岐
阜
県
収
入
証
紙
の
販
売
が

終
了
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
所
要

の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
営
単
独
住
宅
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　町
営
住
宅
赤
河
団
地
の
２
階
を

世
帯
用
か
ら
単
身
用
に
用
途
変
更

す
る
こ
と
に
伴
い
、
住
宅
の
管
理

戸
数
に
変
更
が
生
じ
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る

行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利

便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の

簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め

▼
白
川
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正

　議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
目
的
と
し

て
、
情
報
通
信
端
末
機
器
の
会
議

に
お
け
る
使
用
に
つ
い
て
規
定
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

そ
の
他

▼
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る

協
定

　よ
り
快
適
で
幸
福
な
暮
ら
し
の

実
現
に
必
要
な
都
市
機
能
と
生
活

機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
美
濃
加

茂
市
と
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関

す
る
協
定
を
締
結
す
る
た
め
議
決

す
る
。

▼
町
道
路
線
の
認
定

　道
路
整
備
に
伴
い
、
町
道
路
線

の
一
部
を
再
編
成
す
る
た
め
、
次

の
路
線
を
町
道
路
線
と
し
て
認
定

す
る
。

　六
呂
山
線
（
町
道
水
穴
線
か
ら

町
道
上
赤
河
線
ま
で
）

▼
簡
易
水
道
基
盤
強
化
の
た
め
の

令
和
８
年
度
予
算
確
保
を
求
め

る
意
見
書

　持
続
可
能
な
簡
易
水
道
を
整

備
・
運
営
す
る
た
め
、
国
会
を
は

じ
め
政
府
機
関
に
令
和
８
年
度
予

算
編
成
に
あ
た
り
特
段
の
配
慮
を

お
願
い
す
る
た
め
、
意
見
書
を
提

出
す
る
。

の
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

等
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す

る
。

議
会
規
則
の
改
正
（
２
件
）

▼
白
川
町
議
会
傍
聴
規
則
の
全
部

改
正

　新
庁
舎
へ
の
移
転
及
び
最
近
の

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
開
か
れ
た
議
会
の
実
現

に
向
け
て
、
所
要
の
整
理
を
行
う

必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
の
全
部
を

改
正
す
る
。

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！

①
傍
聴
人
の
定
員

　議
場
の
広
さ
の
関
係
上
、

新
庁
舎
の
定
員
は
、
10
人
と

な
り
ま
す
。

②
水
分
補
給
が
可
能
に

　こ
れ
ま
で
議
場
内
で
は
飲

食
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
体
調
管
理
の
た
め
の
水

分
補
給
（
水
又
は
お
茶
に
限

り
ま
す
）
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

③
傍
聴
の
受
付

　「
傍
聴
人
受
付
簿
」
か
ら

年
齢
の
欄
を
削
除
し
ま
し

た
。
な
お
、
受
付
の
際
は
、

住
所
と
氏
名
の
記
入
が
必
要

で
す
。

 

主
な
内
容

（
一
般
会
計
）

▼
総
務
費

・
ふ
る
さ
と
納
税
額
の
増
加
に
伴
う
返
礼
品
、
事
務

処
理
手
数
料

　
 

１
９
９
８
万
円

▼
民
生
費

・
児
童
手
当
事
業

 

２
４
６
万
円

▼
衛
生
費

・
簡
易
水
道
事
業
会
計
繰
出
金

 

５
５
０
万
円

・
配
水
及
び
給
水
費
（
水
道
施
設

等
修
繕
量
）

 

５
９
３
万
円

 

主
な
質
疑

問
道
の
駅
経
営
改
善
応
援
金
は
、

毎
年
行
う
も
の
な
の
か
。

答
道
の
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
ま

で
を
想
定
し
て
お
り
、
令
和
７
・

８
年
度
の
２
か
年
で
の
応
援
を
予

定
し
て
い
る
。

問
※

緊
急
銃
猟
の
対
象
は
。

答
危
険
鳥
獣
に
指
定
さ
れ
て
い
る

ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
に
限
ら
れ
、
イ

ノ
シ
シ
は
、
成
獣
し
か
対
象
と
な

ら
な
い
。

問
緊
急
銃
猟
に
対
す
る
準
備
状
況

は
。

答
市
町
村
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
白
川

町
猟
友
会
に
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
現
在
、
策
定
を
し
て
い
る
。

　

・
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整

備
事
業
費
補
助
金

　
 

２
０
０
万
円

▼
農
林
水
産
業
費

・
緊
急
銃
猟
関
連
費
用

 

５
０
万
円

・
中
山
間
地
域
農
業
生
産
基
盤
整

備
促
進
事
業
補
助
金

 

４
１
２
万
円

▼
商
工
費

・
道
の
駅
経
営
改
善
応
援
金

 

３
０
０
万
円

▼
土
木
費

・
住
宅
管
理
事
業
（
修
繕
料
）

 

１
１
０
万
円

▼
教
育
費

・
給
食
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
修
繕
工

事
 

５
９
０
万
円

▼
災
害
復
旧
費

・
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事

業
 

１
３
３
０
万
円

・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

 

２
０
０
万
円

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

・
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業

 

６
５
０
万
円

（
簡
易
水
道
事
業
会
計
）

・
原
水
及
び
浄
水
費
（
水
質
検
査

委
託
料
）

 

１
１
０
万
円

第４回定例会令和７年度 補正予算

　令和７年第４回定例会を、昨年
１２月１１日と１２日の２日間にわたっ
て開催しました。
　今定例会では、５人の議員が一般
質問を行い、町政の課題等について
質問したほか、令和７年度補正予算
や条例の改正など町長提出の９議案
と議員発議による条例・議会規則の
改正など４つの議案を審議し、いず
れも議員全員の賛成により原案のと
おり可決しました。

補正予算･条例改正など13の議案を可決会計区分

一般会計（第4号）

介護保険特別会計（第2号）

簡易水道事業会計（第2号）

補正予算額

8,900万円

700万円

1,100万円

補正後の予算総額

85億7,200万円

11億9,140万円

10億3,100万円

※

緊
急
銃
猟
と
は

　人
の
生
活
圏
内
（
住
宅
地
等
）  

に
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
が
出
没
し
た

場
合
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た

と
き
に
、
市
町
村
が
銃
器
を
使
用

し
て
捕
獲
等
が
で
き
る
制
度
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　制
服
や
ジ
ャ
ー
ジ
は
長
い
歴
史
を
育
ん

で
き
た
。
当
事
者
や
保
護
者
に
と
っ
て
大

事
な
こ
と
で
あ
る
た
め
、
質
問
す
る
。

問
令
和
８
年
度
か
ら
始
ま
る
統
合
準
備

に
関
す
る
協
議
の
メ
ン
バ
ー
は
ど
の
よ
う

か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
統
合
準
備
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
各

学
校
運
営
協
議
会
の
代
表
、
保
護
者
代

表
、
各
学
校
の
教
頭
、
事
務
局
等
で
あ

る
。

問
制
服
は
自
分
に
あ
っ
た
も
の
を
選
択

で
き
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
中
学
校
、

小
学
校
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
方
針
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
現
在
の
中
学
校
の
制
服
は
、
女
子
は
ス

カ
ー
ト
し
か
な
い
。
ジ
ャ
ー
ジ
の
男
女
の

色
分
け
な
ど
も
今
後
は
配
慮
す
べ
き
と

思
っ
て
い
る
。
統
合
を
見
直
し
の
機
会
と

捉
え
て
い
き
た
い
。

問
令
和
９
年
に
統
合
す
る
学
校
が
あ

る
。
余
分
な
費
用
負
担
が
発
生
し
な
い
よ

う
に
配
慮
で
き
る
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
統
合
し
て
も
、
現
在
使
用
し
て
い
る

ジ
ャ
ー
ジ
や
制
服
の
着
用
を
認
め
て
い
く

方
針
で
あ
る
。

　医
療
・
福
祉
業
界
は
、
大
幅
な
賃
金

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
い
け
ず
苦
境
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
お
い
て

は
、
僻
地
で
は
ケ
ア
マ
ネ
ゼ
ロ
地
帯
、
都

市
部
で
は
数
ヶ
月
待
ち
地
帯
が
発
生
し
て

い
る
。

　こ
う
い
っ
た
社
会
の
状
況
を
踏
ま
え
て

介
護
保
険
制
度
を
例
に
質
問
す
る
。

問
介
護
保
険
制
度
の
給
付
対
象
事
業
の

内
、
自
治
体
ご
と
で
報
酬
単
価
を
決
め
ら

問
法
人
運
営
も
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、

人
件
費
や
物
価
の
高
騰
を
踏
ま
え
、
見
直

し
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
 

長
尾
保
健
福
祉
課
長

　
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
８
年
度

に
見
直
し
改
定
を
検
討
し
て
い
く
。

問
人
材
の
担
い
手
の
確
保
は
待
っ
た
な

し
で
あ
る
。
飛
騨
市
の
よ
う
に
具
体
的
な

施
策
や
方
針
を
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
 

長
尾
保
健
福
祉
課
長

　
町
と
し
て
非
常
に
大
き
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
来
年
度
に
向
け
て
医

療
・
介
護
福
祉
分
野
の
就
職
奨
励
金
を
計

画
す
る
。

問
社
協
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
は
人
材
不
足
に
よ
り
一
時
的
に
20
床

か
ら
10
床
に
減
ら
し
て
い
る
。
縮
小
案
が

出
た
場
合
、
保
健
福
祉
課
と
社
協
の
二
者

で
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
関
係
す
る
近

隣
市
町
村
の
事
業
所
を
集
め
て
き
ち
ん
と

協
議
の
機
会
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
 

長
尾
保
健
福
祉
課
長

　
早
期
に
情
報
収
集
を
行
い
、
適
切
に
共

有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
事
業
縮
小

の
方
針
が
検
討
さ
れ
る
場
合
は
、
介
護
保

険
等
運
営
協
議
会
に
お
い
て
案
を
諮
り
、

関
係
者
で
議
論
を
深
め
将
来
の
対
応
方
針

を
検
討
し
て
い
く
。

れ
る
も
の
は
あ
る
か
。

答
 

長
尾
保
健
福
祉
課
長

　
国
の
定
め
る
単
価
が
基
本
と
な
り
、
自

治
体
独
自
で
単
価
を
決
め
ら
れ
る
も
の
は

な
い
。

問
介
護
保
険
制
度
の
給
付
対
象
外
事
業

あ
る
い
は
施
策
で
独
自
に
報
酬
を
決
め
ら

れ
る
も
の
は
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
の
見
直

し
は
行
わ
れ
て
き
た
か
。

答
 

長
尾
保
健
福
祉
課
長

　
委
託
事
業
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
委
託
料
や
交
付
金
を
見
直
し
て
い
な

い
。

ま
ち
の

課
題
を

問
う

医
療
・
福
祉
法
人
の

対
策
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
の
学
校
の

制
服
に
つ
い
て

一
般

質
問

　現
在
、
白
川
口
駅
の
駅
員
配
置
と
売

店
運
営
に
年
間
約
６
０
０
万
円
の
一
般

財
源
が
投
じ
ら
れ
て
い
る
。
高
校
生
の

通
学
拠
点
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は

理
解
し
つ
つ
も
、
車
社
会
で
駅
利
用
者

が
限
ら
れ
る
中
、
こ
の
支
出
の
妥
当
性

に
疑
問
を
感
じ
る
。
一
方
で
、
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
で
は
水
道
料
金
の
見
直
し

が
示
さ
れ
、
住
民
負
担
が
議
論
さ
れ
て

い
る
中
、
ま
ず
は
行
政
自
ら
が
見
直
す

べ
き
支
出
や
、
効
率
化
で
き
る
部
分
の

一
つ
と
し
て
白
川
口
駅
の
予
算
を
取
り

上
げ
、
質
問
す
る
。

問
白
川
口
駅
に
係
る
現
在
の
予
算
は
、

町
と
し
て
本
当
に
妥
当
な
支
出
と
判
断

し
て
い
る
の
か
。

問
今
後
の
白
川
口
駅
の
運
営
方
針
と
あ

わ
せ
て
、
交
通
系
I
C
カ
ー
ド
導
入
や

駅
体
制
の
見
直
し
な
ど
、
利
便
性
向
上

策
の
検
討
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答

 

渡
口
振
興
課
長

　交
通
系
I
C
カ
ー
ド
対
応
や
自
動
券

売
機
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
の
設
備

投
資
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
J
R

東
海
に
要
望
を
続
け
て
い
る
が
、
現
時

点
で
具
体
的
な
導
入
時
期
は
示
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
、
町
と
し
て
は
、

現
在
の
有
人
対
応
の
在
り
方
や
配
置
人

答

 

渡
口
振
興
課
長

　白
川
口
駅
に
つ
い
て
は
、
駅
そ
の
も

の
を
守
る
こ
と
や
有
人
化
を
目
的
と
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
通
学
や
高
齢
者

の
外
出
な
ど
、
町
民
の
「
移
動
の
安

心
」
を
確
保
す
る
た
め
の
最
低
限
の
人

的
配
置
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
い
る
。

無
人
駅
に
な
っ
て
も
列
車
は
走
る
が
、

定
期
券
の
購
入
や
変
更
、
切
符
購
入
の

補
助
、
不
慣
れ
な
利
用
者
や
高
齢
者
へ

の
支
援
、
ト
ラ
ブ
ル
や
急
病
時
の
初
期

対
応
な
ど
、
頻
度
こ
そ
多
く
な
い
も
の

の
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
カ
バ
ー
す
る

た
め
に
駅
係
員
を
配
置
し
て
い
る
。
令

和
６
年
度
の
実
質
負
担
は
年
間
約
３
３

４
万
円
で
あ
り
、
１
日
１
５
０
人
前
後

が
利
用
す
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る

費
用
と
し
て
過
大
と
は
考
え
て
お
ら

ず
、
妥
当
な
支
出
で
あ
る
と
判
断
し
て

い
る
。

佐
伯 

好
典 

議
員

さ
え
き

よ
し
の
り

梅
田
み
つ
よ 

議
員

う
め
だ

白
川
口
駅
に
つ
い
て

数
、
窓
口
機
能
の
範
囲
な
ど
を
、
実
際

に
利
用
す
る
高
校
生
や
保
護
者
、
地
域

住
民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
慎
重
に
見

直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
あ
わ
せ
て
、
観
光
協
会
が
担
っ
て

き
た
売
店
や
案
内
機
能
に
つ
い
て
も
、

利
用
実
態
や
売
上
の
状
況
を
踏
ま
え
、

見
直
し
を
進
め
る
。
生
活
交
通
と
し
て

の
「
地
域
の
足
」
と
、
玄
関
口
と
し
て

の
「
町
の
顔
」
と
い
う
二
つ
の
役
割
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
つ
つ
、
将
来
に
わ
た

り
維
持
で
き
る
駅
体
制
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

一 般 質 問 の 様 子 が、
YouTube（動画配信サイト）
でご覧いただけます。

５人 の 議 員 が 登 壇
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　制
服
や
ジ
ャ
ー
ジ
は
長
い
歴
史
を
育
ん

で
き
た
。
当
事
者
や
保
護
者
に
と
っ
て
大

事
な
こ
と
で
あ
る
た
め
、
質
問
す
る
。

問
令
和
８
年
度
か
ら
始
ま
る
統
合
準
備

に
関
す
る
協
議
の
メ
ン
バ
ー
は
ど
の
よ
う

か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
統
合
準
備
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
各

学
校
運
営
協
議
会
の
代
表
、
保
護
者
代

表
、
各
学
校
の
教
頭
、
事
務
局
等
で
あ

る
。

問
制
服
は
自
分
に
あ
っ
た
も
の
を
選
択

で
き
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
中
学
校
、

小
学
校
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
方
針
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
現
在
の
中
学
校
の
制
服
は
、
女
子
は
ス

カ
ー
ト
し
か
な
い
。
ジ
ャ
ー
ジ
の
男
女
の

色
分
け
な
ど
も
今
後
は
配
慮
す
べ
き
と

思
っ
て
い
る
。
統
合
を
見
直
し
の
機
会
と

捉
え
て
い
き
た
い
。

問
令
和
９
年
に
統
合
す
る
学
校
が
あ

る
。
余
分
な
費
用
負
担
が
発
生
し
な
い
よ

う
に
配
慮
で
き
る
か
。

答
 

鈴
村
教
育
長

　
統
合
し
て
も
、
現
在
使
用
し
て
い
る

ジ
ャ
ー
ジ
や
制
服
の
着
用
を
認
め
て
い
く

方
針
で
あ
る
。

　医
療
・
福
祉
業
界
は
、
大
幅
な
賃
金

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
い
け
ず
苦
境
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
お
い
て

は
、
僻
地
で
は
ケ
ア
マ
ネ
ゼ
ロ
地
帯
、
都

市
部
で
は
数
ヶ
月
待
ち
地
帯
が
発
生
し
て

い
る
。

　こ
う
い
っ
た
社
会
の
状
況
を
踏
ま
え
て

介
護
保
険
制
度
を
例
に
質
問
す
る
。

問
介
護
保
険
制
度
の
給
付
対
象
事
業
の

内
、
自
治
体
ご
と
で
報
酬
単
価
を
決
め
ら

問
法
人
運
営
も
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、

人
件
費
や
物
価
の
高
騰
を
踏
ま
え
、
見
直

し
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
 

長
尾
保
健
福
祉
課
長

　
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
８
年
度

に
見
直
し
改
定
を
検
討
し
て
い
く
。

問
人
材
の
担
い
手
の
確
保
は
待
っ
た
な

し
で
あ
る
。
飛
騨
市
の
よ
う
に
具
体
的
な

施
策
や
方
針
を
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
 

長
尾
保
健
福
祉
課
長

　
町
と
し
て
非
常
に
大
き
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
来
年
度
に
向
け
て
医

療
・
介
護
福
祉
分
野
の
就
職
奨
励
金
を
計

画
す
る
。

問
社
協
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
は
人
材
不
足
に
よ
り
一
時
的
に
20
床

か
ら
10
床
に
減
ら
し
て
い
る
。
縮
小
案
が

出
た
場
合
、
保
健
福
祉
課
と
社
協
の
二
者

で
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
関
係
す
る
近

隣
市
町
村
の
事
業
所
を
集
め
て
き
ち
ん
と

協
議
の
機
会
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
 

長
尾
保
健
福
祉
課
長

　
早
期
に
情
報
収
集
を
行
い
、
適
切
に
共

有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
事
業
縮
小

の
方
針
が
検
討
さ
れ
る
場
合
は
、
介
護
保

険
等
運
営
協
議
会
に
お
い
て
案
を
諮
り
、

関
係
者
で
議
論
を
深
め
将
来
の
対
応
方
針

を
検
討
し
て
い
く
。

れ
る
も
の
は
あ
る
か
。

答
 

長
尾
保
健
福
祉
課
長

　
国
の
定
め
る
単
価
が
基
本
と
な
り
、
自

治
体
独
自
で
単
価
を
決
め
ら
れ
る
も
の
は

な
い
。

問
介
護
保
険
制
度
の
給
付
対
象
外
事
業

あ
る
い
は
施
策
で
独
自
に
報
酬
を
決
め
ら

れ
る
も
の
は
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
の
見
直

し
は
行
わ
れ
て
き
た
か
。

答
 

長
尾
保
健
福
祉
課
長

　
委
託
事
業
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
委
託
料
や
交
付
金
を
見
直
し
て
い
な

い
。

ま
ち
の

課
題
を

問
う

医
療
・
福
祉
法
人
の

対
策
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
の
学
校
の

制
服
に
つ
い
て

一
般

質
問

　現
在
、
白
川
口
駅
の
駅
員
配
置
と
売

店
運
営
に
年
間
約
６
０
０
万
円
の
一
般

財
源
が
投
じ
ら
れ
て
い
る
。
高
校
生
の

通
学
拠
点
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は

理
解
し
つ
つ
も
、
車
社
会
で
駅
利
用
者

が
限
ら
れ
る
中
、
こ
の
支
出
の
妥
当
性

に
疑
問
を
感
じ
る
。
一
方
で
、
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
で
は
水
道
料
金
の
見
直
し

が
示
さ
れ
、
住
民
負
担
が
議
論
さ
れ
て

い
る
中
、
ま
ず
は
行
政
自
ら
が
見
直
す

べ
き
支
出
や
、
効
率
化
で
き
る
部
分
の

一
つ
と
し
て
白
川
口
駅
の
予
算
を
取
り

上
げ
、
質
問
す
る
。

問
白
川
口
駅
に
係
る
現
在
の
予
算
は
、

町
と
し
て
本
当
に
妥
当
な
支
出
と
判
断

し
て
い
る
の
か
。

問
今
後
の
白
川
口
駅
の
運
営
方
針
と
あ

わ
せ
て
、
交
通
系
I
C
カ
ー
ド
導
入
や

駅
体
制
の
見
直
し
な
ど
、
利
便
性
向
上

策
の
検
討
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答

 

渡
口
振
興
課
長

　交
通
系
I
C
カ
ー
ド
対
応
や
自
動
券

売
機
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
の
設
備

投
資
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
J
R

東
海
に
要
望
を
続
け
て
い
る
が
、
現
時

点
で
具
体
的
な
導
入
時
期
は
示
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
、
町
と
し
て
は
、

現
在
の
有
人
対
応
の
在
り
方
や
配
置
人

答

 

渡
口
振
興
課
長

　白
川
口
駅
に
つ
い
て
は
、
駅
そ
の
も

の
を
守
る
こ
と
や
有
人
化
を
目
的
と
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
通
学
や
高
齢
者

の
外
出
な
ど
、
町
民
の
「
移
動
の
安

心
」
を
確
保
す
る
た
め
の
最
低
限
の
人

的
配
置
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
い
る
。

無
人
駅
に
な
っ
て
も
列
車
は
走
る
が
、

定
期
券
の
購
入
や
変
更
、
切
符
購
入
の

補
助
、
不
慣
れ
な
利
用
者
や
高
齢
者
へ

の
支
援
、
ト
ラ
ブ
ル
や
急
病
時
の
初
期

対
応
な
ど
、
頻
度
こ
そ
多
く
な
い
も
の

の
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
カ
バ
ー
す
る

た
め
に
駅
係
員
を
配
置
し
て
い
る
。
令

和
６
年
度
の
実
質
負
担
は
年
間
約
３
３

４
万
円
で
あ
り
、
１
日
１
５
０
人
前
後

が
利
用
す
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る

費
用
と
し
て
過
大
と
は
考
え
て
お
ら

ず
、
妥
当
な
支
出
で
あ
る
と
判
断
し
て

い
る
。

佐
伯 
好
典 
議
員

さ
え
き

よ
し
の
り

梅
田
み
つ
よ 

議
員

う
め
だ

白
川
口
駅
に
つ
い
て

数
、
窓
口
機
能
の
範
囲
な
ど
を
、
実
際

に
利
用
す
る
高
校
生
や
保
護
者
、
地
域

住
民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
慎
重
に
見

直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
あ
わ
せ
て
、
観
光
協
会
が
担
っ
て

き
た
売
店
や
案
内
機
能
に
つ
い
て
も
、

利
用
実
態
や
売
上
の
状
況
を
踏
ま
え
、

見
直
し
を
進
め
る
。
生
活
交
通
と
し
て

の
「
地
域
の
足
」
と
、
玄
関
口
と
し
て

の
「
町
の
顔
」
と
い
う
二
つ
の
役
割
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
つ
つ
、
将
来
に
わ
た

り
維
持
で
き
る
駅
体
制
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

一 般 質 問 の 様 子 が、
YouTube（動画配信サイト）
でご覧いただけます。

５人 の 議 員 が 登 壇
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答

 

長
尾
保
健
福
祉
課
長

　
情
報
は
把
握
し
て
お
り
、
現
在
、
文
献

や
ネ
ッ
ト
上
で
そ
の
仕
組
み
を
調
べ
始
め

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問
町
と
し
て
こ
の
「
健
康
づ
く
り
シ
ス

テ
ム
」
を
推
進
し
て
い
く
考
え
は
あ
る

か
。

答

 

長
尾
保
健
福
祉
課
長

　
シ
ス
テ
ム
を
調
べ
始
め
た
段
階
で
あ

り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
本
町
の
町
民
性
や

状
況
に
適
す
る
ど
う
か
、
検
証
が
必
要
と

考
え
る
。
さ
ら
な
る
調
査
研
究
を
行
い
、

効
果
が
あ
げ
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
検
証
を

行
っ
た
う
え
で
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　中
山
間
地
の
課
題
で
あ
る
「
交
通
不
便

↓
運
動
不
足
↓
健
康
悪
化
↓
介
護
増
加
」

の
悪
循
環
を
断
つ
た
め
に
は
、「
地
域
集

会
所
や
公
民
館
を
核
に
し
た
徒
歩
圏
内
の

循
環
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
利
用
し
た
誰
で

も
参
加
で
き
る
仕
組
み
」
を
構
築
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　誰
一
人
取
り
残
さ
ず
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
健
康
に
暮
ら
し
続
け
る
町
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
健
康
づ
く
り

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
推
進
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

※
フ
レ
イ
ル
と
は

　加
齢
に
よ
っ
て
心
身
の
活
力
が
低
下

し
、要
介
護
状
態
に
近
づ
く
段
階
の
こ
と
。

フ
レ
イ
ル
の
予
防
に
は
、①
栄
養
の
改

善
、②
運
動
の
習
慣
化
、③
社
会
参
加
の
促

進
が
重
要

数
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
も
の
の
、
県

内
と
比
較
す
る
と
受
診
率
は
低
い
状
況
で

あ
る
た
め
、
白
川
病
院
や
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
し
、
栄
養
相
談
や
健
康
相
談
、

健
康
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
運
動
面
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
リ
ン
ク
白
川

に
委
託
し
、
健
診
会
場
に
お
い
て
体
力
測

定
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
運
動
習
慣
へ
の

意
識
づ
け
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
25
年
に

「
貯
筋
教
室
」
を
実
施
し
、
以
後
は
ス

ポ
ー
ツ
リ
ン
ク
白
川
に
よ
る
継
続
実
施
に

つ
な
が
っ
て
お
り
、
参
加
者
が
楽
し
み
な

が
ら
自
主
的
に
体
力
づ
く
り
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
令
和
元
年
に
は

「
茶
レ
ン
ジ
体
操
」
を
制
作
し
、
C
C
N

ｅ
ｔ
で
放
送
す
る
な
ど
、
日
常
的
に
取
り

組
め
る
運
動
の
普
及
を
図
っ
て
い
る
。

問
健
康
推
進
事
業
を
さ
ら
に
推
進
す
る

た
め
の
課
題
を
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。

答

 

長
尾
保
健
福
祉
課
長

　
フ
レ
イ
ル
の
予
防
が
重
要
と
認
識
し
て

お
り
、
自
分
自
身
が
自
覚
し
て
継
続
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
親
し
い

仲
間
と
つ
な
が
り
を
持
ち
な
が
ら
、
楽
し

く
身
体
を
動
か
す
場
所
づ
く
り
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
る
。

問
広
島
県
北
広
島
町
が
導
入
し
て
い
る

住
民
が
主
体
に
な
っ
て
自
発
的
に
体
操
や

運
動
に
取
り
組
む
「
健
康
づ
く
り
シ
ス
テ

ム
」
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
は
行
っ
て
い

る
の
か
。

さ
れ
、
誰
に
で
も
理
解
で
き
る
状
況
に

よ
り
、
参
加
意
識
が
高
ま
り
協
力
を
得

や
す
く
な
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
透
明

性
の
高
い
取
組
み
の
積
み
重
ね
に
よ

り
、
他
地
域
の
刺
激
と
な
り
機
運
が
町

全
体
に
広
が
り
地
域
間
の
協
力
関
係
が

生
ま
れ
る
な
ど
、
全
体
へ
の
波
及
効
果

も
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

　ま
た
、
自
治
協
議
会
や
自
治
会
の
運

営
交
付
金
の
よ
う
な
仕
組
み
の
採
用
、

会
計
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
提
供
や
事
務
支

援
な
ど
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
誰

も
が
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
支

援
し
て
い
き
た
い
。

問
今
後
、
地
域
間
で
の
情
報
交
換
や
広

域
で
の
協
力
な
ど
、
町
と
し
て
考
え
ら

れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
伺
う
。

答

 

渡
口
振
興
課
長

　他
地
区
の
学
び
を
知
る
機
会
や
、
課

題
別
の
意
見
交
換
な
ど
各
地
域
が
ヒ
ン

ト
を
持
ち
帰
る
場
を
つ
く
る
こ
と
で
、

自
然
と
横
に
広
が
っ
て
い
く
流
れ
を
後

押
し
し
て
い
き
た
い
。

　著
し
い
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の

中
で
あ
っ
て
も
地
域
が
疲
弊
し
な
い
た

め
に
は
、
地
域
活
力
の
創
造
が
不
可
欠

で
あ
り
、
行
政
と
の
協
働
に
よ
り
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
今
後
を
見
据
え
た
取
組

み
の
重
要
性
を
踏
ま
え
質
問
す
る
。

問
行
政
が
描
く
地
域
運
営
組
織
の
具
体

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
行
政
と
し
て
果
た

す
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

答

 

渡
口
振
興
課
長

　行
政
が
描
く
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
可
能
性
の
確
保
で

あ
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段

の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
支
援
策

が
拡
充
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
身
と
メ

リ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま

た
、
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
具
体
的
な

支
援
策
が
あ
れ
ば
伺
う
。

答

 

渡
口
振
興
課
長

　法
改
正
に
よ
り
「
地
域
協
働
の
担
い

手
」
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

自
治
体
が
支
援
し
や
す
く
な
る
よ
う
、

地
方
交
付
税
措
置
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
買
物
支
援
・
空

き
家
管
理
・
見
守
り
活
動
な
ど
、
地
域

ご
と
に
異
な
る
課
題
に
柔
軟
に
対
応
し

や
す
い
環
境
が
整
い
、
地
域
住
民
が
必

要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
主
体
で
提

供
で
き
る
後
押
し
が
強
ま
っ
た
点
が
大

き
い
。

　現
在
、
こ
れ
ら
の
措
置
を
財
源
と
し

て
一
連
の
流
れ
を
途
切
れ
な
く
支
え
る

た
め
に
、
新
年
度
予
算
に
向
け
て
支
援

策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
行
政
か
ら
補
助
等
を
受
け
る
こ
と
で

組
織
と
し
て
適
正
な
運
営
や
透
明
性
が

求
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の

考
え
方
と
、
運
営
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
サ
ポ
ー
ト
が
考
え
ら
れ
る
か
伺
う
。

答

 

渡
口
振
興
課
長

　資
金
の
使
い
方
が
わ
か
り
や
す
く
示

　役
割
と
し
て
は
、
地
域
と
行
政
が
協

働
で
き
る
体
制
の
構
築
を
支
援
し
、
適

切
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
で
あ
る
と

考
え
る
。

問
町
内
地
域
に
お
け
る
立
ち
上
げ
状
況

や
進
捗
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
現
状

を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
伺
う
。

答

 

渡
口
振
興
課
長

　蘇
原
地
区
や
黒
川
地
区
で
は
、
地
域

が
抱
え
る
課
題
解
決
を
見
据
え
な
が

ら
、
地
域
運
営
組
織
に
関
す
る
学
び
が

生
ま
れ
、
一
部
で
は
具
体
的
な
形
に
な

り
始
め
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　現
状
と
し
て
は
、
焦
る
こ
と
な
く
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
問
題
解
決
の
方
向

性
を
各
地
域
と
と
も
に
考
え
て
お
り
、

今
後
は
地
域
ご
と
の
状
況
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
息
の
長
い
伴
走
支
援
を
継
続

し
て
い
き
た
い
。

地
域
運
営
組
織
の

推
進
と
支
援
に
つ
い
て

三
戸 

勝
徳 

議
員

さ
ん
と

か
つ
の
り

野
尻

　悟 
議
員

の
じ
り

さ
と
る

　高
齢
化
の
進
む
本
町
に
お
い
て
、
健
康

寿
命
の
延
伸
と
医
療
費
の
適
正
化
は
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
課
題
の
解
消

に
向
け
、
「
移
動
し
な
く
て
も
健
康
づ
く

り
に
参
加
で
き
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

仕
組
み
」
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
健
康
づ
く
り
施
策
の
導
入
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

問
本
町
の
高
齢
化
率
、
平
均
寿
命
の
現

状
と
医
療
費
の
推
移
の
認
識
を
問
う
。

答

 

長
尾
保
健
福
祉
課
長

　
全
国
と
比
較
し
、
本
町
の
高
齢
化
率
は

非
常
に
高
い
。
ま
た
、
令
和
２
年
の
町
統

計
に
お
け
る
本
町
の
高
齢
化
率
は
44
．

5
％
で
、
令
和
７
年
４
月
に
は
48
．
８
％

と
な
り
、
５
年
間
で
４
．
３
％
上
昇
し
て

い
る
。
国
勢
調
査
の
平
均
寿
命
は
男
性
82

歳
、
女
性
87
．
６
歳
で
、
全
国
と
大
き
な

差
は
な
い
。
一
方
、
健
康
寿
命
と
平
均
寿

命
の
差
は
、
男
女
と
も
県
平
均
よ
り
短

く
、
比
較
的
良
好
な
状
況
で
あ
る
。
１
人

当
た
り
の
医
療
費
は
全
国
的
に
増
加
傾
向

に
あ
り
、
本
町
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る

が
、
高
齢
化
の
進
行
に
加
え
、
医
療
技
術

の
進
歩
な
ど
、
避
け
ら
れ
な
い
要
因
が
影

響
し
て
い
る
。
健
康
で
過
ご
す
た
め
に

は
、
多
く
の
方
に
健
診
を
受
診
い
た
だ

き
、
ご
自
分
の
身
体
の
状
態
を
知
る
こ
と

か
ら
、
病
気
や
介
護
の
予
防
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

問
町
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
健
康
推

進
事
業
に
つ
い
て
の
実
績
と
そ
の
効
果
を

伺
う
。

答

 

長
尾
保
健
福
祉
課
長

　
高
齢
者
の
※
フ
レ
イ
ル
を
中
心
に
お
答

え
す
る
。
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
を
対

象
と
し
た
特
定
健
診
や
、
75
歳
以
上
を
対

象
と
し
た
「
お
た
っ
し
ゃ
健
診
」
を
実
施

し
、
病
気
の
重
症
化
予
防
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
「
お
た
っ
し
ゃ
健
診
」
の
受
診
者

山
間
地
に
お
け
る

移
動
困
難
者
へ
の

運
動
支
援
に
つ
い
て
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答

 

長
尾
保
健
福
祉
課
長

　
情
報
は
把
握
し
て
お
り
、
現
在
、
文
献

や
ネ
ッ
ト
上
で
そ
の
仕
組
み
を
調
べ
始
め

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問
町
と
し
て
こ
の
「
健
康
づ
く
り
シ
ス

テ
ム
」
を
推
進
し
て
い
く
考
え
は
あ
る

か
。

答

 

長
尾
保
健
福
祉
課
長

　
シ
ス
テ
ム
を
調
べ
始
め
た
段
階
で
あ

り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
本
町
の
町
民
性
や

状
況
に
適
す
る
ど
う
か
、
検
証
が
必
要
と

考
え
る
。
さ
ら
な
る
調
査
研
究
を
行
い
、

効
果
が
あ
げ
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
検
証
を

行
っ
た
う
え
で
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　中
山
間
地
の
課
題
で
あ
る
「
交
通
不
便

↓
運
動
不
足
↓
健
康
悪
化
↓
介
護
増
加
」

の
悪
循
環
を
断
つ
た
め
に
は
、「
地
域
集

会
所
や
公
民
館
を
核
に
し
た
徒
歩
圏
内
の

循
環
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
利
用
し
た
誰
で

も
参
加
で
き
る
仕
組
み
」
を
構
築
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　誰
一
人
取
り
残
さ
ず
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
健
康
に
暮
ら
し
続
け
る
町
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
健
康
づ
く
り

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
推
進
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

※
フ
レ
イ
ル
と
は

　加
齢
に
よ
っ
て
心
身
の
活
力
が
低
下

し
、要
介
護
状
態
に
近
づ
く
段
階
の
こ
と
。

フ
レ
イ
ル
の
予
防
に
は
、①
栄
養
の
改

善
、②
運
動
の
習
慣
化
、③
社
会
参
加
の
促

進
が
重
要

数
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
も
の
の
、
県

内
と
比
較
す
る
と
受
診
率
は
低
い
状
況
で

あ
る
た
め
、
白
川
病
院
や
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
し
、
栄
養
相
談
や
健
康
相
談
、

健
康
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
運
動
面
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
リ
ン
ク
白
川

に
委
託
し
、
健
診
会
場
に
お
い
て
体
力
測

定
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
運
動
習
慣
へ
の

意
識
づ
け
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
25
年
に

「
貯
筋
教
室
」
を
実
施
し
、
以
後
は
ス

ポ
ー
ツ
リ
ン
ク
白
川
に
よ
る
継
続
実
施
に

つ
な
が
っ
て
お
り
、
参
加
者
が
楽
し
み
な

が
ら
自
主
的
に
体
力
づ
く
り
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
令
和
元
年
に
は

「
茶
レ
ン
ジ
体
操
」
を
制
作
し
、
C
C
N

ｅ
ｔ
で
放
送
す
る
な
ど
、
日
常
的
に
取
り

組
め
る
運
動
の
普
及
を
図
っ
て
い
る
。

問
健
康
推
進
事
業
を
さ
ら
に
推
進
す
る

た
め
の
課
題
を
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。

答

 

長
尾
保
健
福
祉
課
長

　
フ
レ
イ
ル
の
予
防
が
重
要
と
認
識
し
て

お
り
、
自
分
自
身
が
自
覚
し
て
継
続
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
親
し
い

仲
間
と
つ
な
が
り
を
持
ち
な
が
ら
、
楽
し

く
身
体
を
動
か
す
場
所
づ
く
り
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
る
。

問
広
島
県
北
広
島
町
が
導
入
し
て
い
る

住
民
が
主
体
に
な
っ
て
自
発
的
に
体
操
や

運
動
に
取
り
組
む
「
健
康
づ
く
り
シ
ス
テ

ム
」
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
は
行
っ
て
い

る
の
か
。

さ
れ
、
誰
に
で
も
理
解
で
き
る
状
況
に

よ
り
、
参
加
意
識
が
高
ま
り
協
力
を
得

や
す
く
な
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
透
明

性
の
高
い
取
組
み
の
積
み
重
ね
に
よ

り
、
他
地
域
の
刺
激
と
な
り
機
運
が
町

全
体
に
広
が
り
地
域
間
の
協
力
関
係
が

生
ま
れ
る
な
ど
、
全
体
へ
の
波
及
効
果

も
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

　ま
た
、
自
治
協
議
会
や
自
治
会
の
運

営
交
付
金
の
よ
う
な
仕
組
み
の
採
用
、

会
計
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
提
供
や
事
務
支

援
な
ど
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
誰

も
が
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
支

援
し
て
い
き
た
い
。

問
今
後
、
地
域
間
で
の
情
報
交
換
や
広

域
で
の
協
力
な
ど
、
町
と
し
て
考
え
ら

れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
伺
う
。

答

 

渡
口
振
興
課
長

　他
地
区
の
学
び
を
知
る
機
会
や
、
課

題
別
の
意
見
交
換
な
ど
各
地
域
が
ヒ
ン

ト
を
持
ち
帰
る
場
を
つ
く
る
こ
と
で
、

自
然
と
横
に
広
が
っ
て
い
く
流
れ
を
後

押
し
し
て
い
き
た
い
。

　著
し
い
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の

中
で
あ
っ
て
も
地
域
が
疲
弊
し
な
い
た

め
に
は
、
地
域
活
力
の
創
造
が
不
可
欠

で
あ
り
、
行
政
と
の
協
働
に
よ
り
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
今
後
を
見
据
え
た
取
組

み
の
重
要
性
を
踏
ま
え
質
問
す
る
。

問
行
政
が
描
く
地
域
運
営
組
織
の
具
体

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
行
政
と
し
て
果
た

す
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

答

 

渡
口
振
興
課
長

　行
政
が
描
く
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
可
能
性
の
確
保
で

あ
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段

の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
支
援
策

が
拡
充
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
身
と
メ

リ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま

た
、
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
具
体
的
な

支
援
策
が
あ
れ
ば
伺
う
。

答

 

渡
口
振
興
課
長

　法
改
正
に
よ
り
「
地
域
協
働
の
担
い

手
」
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

自
治
体
が
支
援
し
や
す
く
な
る
よ
う
、

地
方
交
付
税
措
置
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
買
物
支
援
・
空

き
家
管
理
・
見
守
り
活
動
な
ど
、
地
域

ご
と
に
異
な
る
課
題
に
柔
軟
に
対
応
し

や
す
い
環
境
が
整
い
、
地
域
住
民
が
必

要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
主
体
で
提

供
で
き
る
後
押
し
が
強
ま
っ
た
点
が
大

き
い
。

　現
在
、
こ
れ
ら
の
措
置
を
財
源
と
し

て
一
連
の
流
れ
を
途
切
れ
な
く
支
え
る

た
め
に
、
新
年
度
予
算
に
向
け
て
支
援

策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
行
政
か
ら
補
助
等
を
受
け
る
こ
と
で

組
織
と
し
て
適
正
な
運
営
や
透
明
性
が

求
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の

考
え
方
と
、
運
営
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
サ
ポ
ー
ト
が
考
え
ら
れ
る
か
伺
う
。

答

 

渡
口
振
興
課
長

　資
金
の
使
い
方
が
わ
か
り
や
す
く
示

　役
割
と
し
て
は
、
地
域
と
行
政
が
協

働
で
き
る
体
制
の
構
築
を
支
援
し
、
適

切
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
で
あ
る
と

考
え
る
。

問
町
内
地
域
に
お
け
る
立
ち
上
げ
状
況

や
進
捗
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
現
状

を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
伺
う
。

答

 

渡
口
振
興
課
長

　蘇
原
地
区
や
黒
川
地
区
で
は
、
地
域

が
抱
え
る
課
題
解
決
を
見
据
え
な
が

ら
、
地
域
運
営
組
織
に
関
す
る
学
び
が

生
ま
れ
、
一
部
で
は
具
体
的
な
形
に
な

り
始
め
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　現
状
と
し
て
は
、
焦
る
こ
と
な
く
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
問
題
解
決
の
方
向

性
を
各
地
域
と
と
も
に
考
え
て
お
り
、

今
後
は
地
域
ご
と
の
状
況
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
息
の
長
い
伴
走
支
援
を
継
続

し
て
い
き
た
い
。

地
域
運
営
組
織
の

推
進
と
支
援
に
つ
い
て

三
戸 
勝
徳 
議
員

さ
ん
と

か
つ
の
り

野
尻

　悟 

議
員

の
じ
り

さ
と
る

　高
齢
化
の
進
む
本
町
に
お
い
て
、
健
康

寿
命
の
延
伸
と
医
療
費
の
適
正
化
は
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
課
題
の
解
消

に
向
け
、
「
移
動
し
な
く
て
も
健
康
づ
く

り
に
参
加
で
き
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

仕
組
み
」
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
健
康
づ
く
り
施
策
の
導
入
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

問
本
町
の
高
齢
化
率
、
平
均
寿
命
の
現

状
と
医
療
費
の
推
移
の
認
識
を
問
う
。

答

 

長
尾
保
健
福
祉
課
長

　
全
国
と
比
較
し
、
本
町
の
高
齢
化
率
は

非
常
に
高
い
。
ま
た
、
令
和
２
年
の
町
統

計
に
お
け
る
本
町
の
高
齢
化
率
は
44
．

5
％
で
、
令
和
７
年
４
月
に
は
48
．
８
％

と
な
り
、
５
年
間
で
４
．
３
％
上
昇
し
て

い
る
。
国
勢
調
査
の
平
均
寿
命
は
男
性
82

歳
、
女
性
87
．
６
歳
で
、
全
国
と
大
き
な

差
は
な
い
。
一
方
、
健
康
寿
命
と
平
均
寿

命
の
差
は
、
男
女
と
も
県
平
均
よ
り
短

く
、
比
較
的
良
好
な
状
況
で
あ
る
。
１
人

当
た
り
の
医
療
費
は
全
国
的
に
増
加
傾
向

に
あ
り
、
本
町
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る

が
、
高
齢
化
の
進
行
に
加
え
、
医
療
技
術

の
進
歩
な
ど
、
避
け
ら
れ
な
い
要
因
が
影

響
し
て
い
る
。
健
康
で
過
ご
す
た
め
に

は
、
多
く
の
方
に
健
診
を
受
診
い
た
だ

き
、
ご
自
分
の
身
体
の
状
態
を
知
る
こ
と

か
ら
、
病
気
や
介
護
の
予
防
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

問
町
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
健
康
推

進
事
業
に
つ
い
て
の
実
績
と
そ
の
効
果
を

伺
う
。

答

 

長
尾
保
健
福
祉
課
長

　
高
齢
者
の
※
フ
レ
イ
ル
を
中
心
に
お
答

え
す
る
。
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
を
対

象
と
し
た
特
定
健
診
や
、
75
歳
以
上
を
対

象
と
し
た
「
お
た
っ
し
ゃ
健
診
」
を
実
施

し
、
病
気
の
重
症
化
予
防
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
「
お
た
っ
し
ゃ
健
診
」
の
受
診
者

山
間
地
に
お
け
る

移
動
困
難
者
へ
の

運
動
支
援
に
つ
い
て
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答

 

佐
伯
町
長

　町
政
の
舵
取
り
を
お
預
か
り
し
て
い

る
立
場
と
し
て
、
ま
ず
は
目
の
前
の
課

題
に
全
力
で
取
り
組
み
、
任
期
を
全
う

す
る
こ
と
が
最
優
先
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
現
時
点
で
次
期
町
長
選
挙
へ

の
出
馬
に
つ
い
て
、
確
た
る
結
論
を
申

し
上
げ
る
状
況
に
な
い
。

　今
後
、
町
の
将
来
像
や
進
め
て
き
た

施
策
の
進
捗
状
況
、
ま
た
、
ご
支
援
い

た
だ
い
た
皆
様
の
声
な
ど
を
総
合
的
に

踏
ま
え
、
適
切
な
時
期
に
考
え
を
整
理

し
、
然
る
べ
き
場
で
お
示
し
し
た
い
。

　
町
長
就
任
以
来
３
年
８
か
月
が
経
過

し
、
任
期
中
最
後
の
予
算
編
成
の
時
期

と
な
る
に
当
た
り
、
今
任
期
中
の
町
政

運
営
の
総
括
と
、
新
年
度
予
算
の
重

点
、
今
後
の
町
政
運
営
へ
の
意
気
込
み

に
つ
い
て
問
う
。

問
町
の
現
状
に
対
す
る
認
識
と
、
今
任

期
中
に
特
に
力
を
入
れ
て
き
た
こ
と
と

そ
の
手
ご
た
え
、
反
省
点
な
ど
は
ど
の

よ
う
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
町
の
現
状
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
、
そ
の
課
題
は
人
口
減
少
に
起
因

問
令
和
８
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た

り
、
町
長
が
特
に
重
点
的
に
取
り
組
み

た
い
こ
と
は
何
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
ま
ず
、
来
年
は
町
制
70
周
年
を
迎
え

る
の
で
、
式
典
を
中
心
と
し
た
各
種
関

連
事
業
の
実
施
を
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
庁
舎
へ
の
移
転
に
合
わ

せ
、
事
務
の
効
率
化
や
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に

よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
公
共
交

通
で
貨
客
混
載
事
業
、
医
療
介
護
分
野

で
の
人
材
確
保
対
策
、
中
小
企
業
や
小

規
模
事
業
者
に
対
す
る
支
援
、
白
川
中

学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
の
具
体
的
な

設
計
な
ど
に
取
り
組
み
た
い
と
思
う
。

　
そ
の
他
、
大
き
な
予
算
は
伴
わ
な
い

が
、
協
定
締
結
か
ら
15
年
を
迎
え
た
従

業
員
数
２
６
０
０
人
を
誇
る
大
企
業

「
岐
阜
車
体
工
業
（
株
）
」
と
の
森
林
以

外
の
分
野
で
の
交
流
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
し
た
町
と
し
て
、
有

機
農
業
の
推
進
と
有
機
野
菜
の
活
用
、

夏
秋
ト
マ
ト
の
振
興
な
ど
も
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
町
長
は
、
来
年
８
月
に
任
期
を
迎
え

る
が
、
引
き
続
き
町
政
を
担
う
こ
と
に

つ
い
て
、
現
時
点
で
の
考
え
は
ど
の
よ

う
か
。

す
る
も
の
が
一
番
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
く
、
現
状
は
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。

　
今
任
期
中
に
は
、
地
域
通
貨
「
し
ら

か
」
の
導
入
や
「
ワ
ー
ク
ド
ッ
ト
協
同

組
合
」
の
設
立
な
ど
、
産
業
の
維
持
推

進
に
資
す
る
事
業
が
順
調
に
運
営
で
き

て
い
る
。
ま
た
、
学
校
統
合
に
つ
い
て

現
時
点
で
の
方
向
を
示
せ
た
こ
と
、
防

災
面
の
意
識
づ
け
が
進
ん
だ
こ
と
、

「
お
で
か
け
し
ら
か
わ
」
を
中
心
と
す

る
公
共
交
通
の
運
営
な
ど
は
前
に
進
め

る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
「
白
川
茶
」
の
振
興
や
道

路
整
備
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の
運
営
、
遊

休
施
設
の
処
理
な
ど
、
課
題
を
残
す
も

の
も
多
々
あ
る
。

令
和
８
年
度
予
算
の

重
点
と
町
政
運
営
に

つ
い
て

杉
山 
哉
史 
議
員

す
ぎ
や
ま

ち
か
し

議 会 活 動 報 告

意見交換会・研修を実施

　１０月２８日、総務常任委員会協議会を開催しました。はじめに、地域公共交通の委託先である
（株）JINとの意見交換会を行い、会社の概要や現在の従業員体制、今後の会社方針などについて説明
を受け、質疑を行いました。続いて、議員としての資質向上を目的に、ハラスメント防止研修を実施しました。
「職場環境の向上を目指して」をテーマに、加藤行政書士法務事務所代表の加藤博史氏から講義を受け、
ハラスメントに対する正しい理解や未然防止の重要性について学びました。

白川町表彰式

　１１月４日、白川町表彰式が白川町役場で
開催され、田口議長と伊佐治副議長が出席
しました。当日は、町の功労者表彰が行われ、
各分野で功績のあった１団体と町民９名の皆
さんに対し、佐伯町長から表彰状の授与と記
念品の贈呈が行われました。受賞者を代表し
て、地方自治功労者として５期２０年にわたり
町議会議員を務められた渡邉昌俊さんがあい
さつされました。受賞された皆さん、誠におめ
でとうございます。
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答

 

佐
伯
町
長
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舵
取
り
を
お
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か
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い
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て
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課
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取
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組
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任
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全
う

す
る
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と
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優
先
で
あ
る
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し
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て
、
現
時
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次
期
町
長
選
挙
へ
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つ
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て
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結
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し
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げ
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状
況
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。
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ど
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に

踏
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時
期
に
考
え
を
整
理

し
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然
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場
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お
示
し
し
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。
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８
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時
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町
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運
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総
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。
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の
意
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と
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を
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と
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公
共
交
通
の
運
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は
前
に
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こ
と
が
で
き
た
と
感
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る
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方
で
、
「
白
川
茶
」
の
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興
や
道

路
整
備
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の
運
営
、
遊
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設
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あ
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令
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杉
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す
ぎ
や
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ち
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議 会 活 動 報 告

意見交換会・研修を実施

　１０月２８日、総務常任委員会協議会を開催しました。はじめに、地域公共交通の委託先である
（株）JINとの意見交換会を行い、会社の概要や現在の従業員体制、今後の会社方針などについて説明
を受け、質疑を行いました。続いて、議員としての資質向上を目的に、ハラスメント防止研修を実施しました。
「職場環境の向上を目指して」をテーマに、加藤行政書士法務事務所代表の加藤博史氏から講義を受け、
ハラスメントに対する正しい理解や未然防止の重要性について学びました。

白川町表彰式

　１１月４日、白川町表彰式が白川町役場で
開催され、田口議長と伊佐治副議長が出席
しました。当日は、町の功労者表彰が行われ、
各分野で功績のあった１団体と町民９名の皆
さんに対し、佐伯町長から表彰状の授与と記
念品の贈呈が行われました。受賞者を代表し
て、地方自治功労者として５期２０年にわたり
町議会議員を務められた渡邉昌俊さんがあい
さつされました。受賞された皆さん、誠におめ
でとうございます。
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岐阜県知事と町村議長との意見交換会

可茂地域市町村議会議員研修会

令和８年度町当初予算への要望

　１１月５日、岐阜県知事と町村議長との意
見交換会が岐阜県庁で開催され、田口議長
が出席しました。意見交換会では、県内町
村が抱える課題などについて意見が交わされ
る中、田口議長も発言しました。岐阜県知事
に対し、各町村の現状や課題を直接伝える
大変貴重な機会となりました。

　１１月６日、可茂地域市町村議会議員研修
会が可児市で開催され、本町からは全議員
が参加しました。研修会では、「地方から創
る新しい日本の形～安心と挑戦の岐阜県を目
指して～」と題して、岐阜県知事による講演
が行われました。講演では、岐阜県が進める
各種政策について説明があり、その中で、本
町の移住・定住対策が先進的な取組事例と
して紹介されました。

　１１月７日、田口議長と伊佐治副議長が佐
伯町長を訪問し、令和８年度町当初予算や
今後の各種施策への反映を求める要望書を
提出しました。要望書は、各議員から意見を
募り作成したもので、これまでの一般質問に
おける提案事項に加え、最近の社会情勢の
変化により新たに必要性が高まっている施策
などについて、町全体に関わる要望事項とし
て１６項目にわたり取りまとめたものです。

東京要望活動

　１１月２１日、町議会議員と事務局長及び町職員
１名の計１０名で上京し、岐阜県選出の国会議員
に対して、地方の発展や本町事業の推進に関する
要望活動を行いました。衆議院議員会館では今井
雅人議員に、参議院議員会館では渡辺猛之議員、
若井敦子議員に対し、町長及び議長の連名による
要望書を手渡しました。要望は全１９項目にわたり、
各項目について本町の現状や課題を説明するととも
に、国による支援を要望しました。

社会福祉協議会と意見交換会を実施

　１１月２８日、総務常任委員会協議会を
開催し、社会福祉協議会との意見交換会
を行いました。意見交換会には、社会福
祉協議会から佐藤会長をはじめ９名の皆さ
んと長尾保健福祉課長が出席しました。社
会福祉協議会の現状や課題について、
2024 年度の決算状況、外国人職員の状
況を含む職員体制、ショートステイの現状に
ついて説明を受けた後、質疑や意見交換
を行いました。

衆議院議員 今井雅人事務所にて

参議院議員 渡辺猛之事務所にて 参議院議員 若井敦子事務所にて
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まちづくり懇談会に参加

　１１月下旬から12月上旬にかけて、町内５地区で町主催によるまちづくり懇談会が開催され、各会場に
本町議会の全議員が参加しました。懇談会では、水道料金のあり方や今後の学校再編の方針案など、
町が抱える課題について説明が行われました。その後、グループごとに意見交換が行われ、住民の皆さ
んの声を直接お聞きする貴重な機会となりました。

白川町新庁舎竣工式

加茂東部三町村議会議員交流研修会

白川町消防出初式

　１２月２０日、白川町新庁舎竣工式が開催
され、本町議会の全議員が出席しました。竣
工式では、田口議長が議会を代表してあいさ
つし、町産材である「東濃ひのき」をふんだ
んに使用し、伐採から加工、建て方に至るま
でのすべての工程を町内で完結させた、「白
川の森が息づく庁舎」であることなどを紹介し
ました。また、午後から行われた内覧会には、
町内外から８００人を超える方が訪れ、多くの
人でにぎわいました。

　１２月２３日、加茂東部三町村（白川町、
七宗町、東白川村）の議会議員交流研修
会が、白川町町民会館で開催されました。当
日は、本町の大型事業である「白川町立施
設一体型小中学校」と「白川町新庁舎」に
ついて説明を受けた後、白川町新庁舎の見
学を行いました。加茂東部三町村議会の議
員が情報共有を図るとともに、本町の取組み
について理解を深める機会となりました。

　１月５日、白川町消防出初式が白川町町民
会館で開催され、本町議会の全議員が出席
しました。式典では、田口議長が祝辞を述べ、
新年にあたり町民の安全・安心を守る消防団
員の皆さんの活動に対し、敬意と感謝の意を
表しました。その後、恒例の一斉放水や分
列行進を見学しました。

学校統合建設特別委員会を開催

　１２月４日・１２日、学校統合建設特別委
員会を開催しました。会議では、１１月１０日
に起工式が行われた白川町立施設一体型
小中学校建設工事について、今後のスケ
ジュールや進め方について説明があり、そ
れらを踏まえて協議を行いました。

小学校交流活動「議会を知ろう」

　１２月１８日、小学校交流活動「議会を知ろう」が議場で開催
されました。本事業は、昨年まで実施していた子ども議会をリニュー
アルする形で行われ、白川・蘇原・黒川小学校の６年生と、佐
見小学校の５・６年生の児童が参加しました。当日は、白川町
のまちづくりへの提案などについて、各校の代表児童から議員へ
２問、佐伯町長へ１問ずつ質問が行われ、会は終始温かい雰
囲気の中で進みました。議員や佐伯町長から逆に質問を受ける
場面もあり、児童が緊張した表情を見せる一幕もありました。 質問に答える議員

CCNet のタイトルコールの撮影議員からの質問に 笑顔で答える児童
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24 日・25 日　黒川中文化祭
26 日　第 30 回白川町社会福祉大会
　　　　白川地区戦没者慰霊祭
28 日　総務常任委員会協議会
30 日　白川町介護保険等運営協議会会議

　1 日　政権与党国会議員との意見交換会
　　　　第４回白川・黒川音楽祭
　２日　消防団秋季訓練（5 分団）
　　　　蘇原地区戦没者慰霊祭
　４日　白川町表彰式
　　　　地方自治連絡協議会
　５日　岐阜県知事と町村議長との意見交換会
　　　　東濃ヒノキ白川市場開市 40 周年記念式典
　６日　可茂地域市町村議会議員研修会
　７日　黒川地区戦没者慰霊祭
　　　　議会議員協議会
　９日　白川町芸能発表会
10 日　白川町立施設一体型小中学校建設工事起工式
12 日～ 13 日　町村議会議長全国大会
16 日　消防団秋季訓練（3 分団）
　　　　野尻眞氏瑞宝双光章受章感謝の集い
　　　　御嵩町町政施行 70 周年記念式典
17 日　岐阜県浄化槽連合会主催大会
20 日～ 21 日　上京要望
23 日　蘇原地区公民館まつり
26 日　議会運営委員会
27 日　主要地方道下呂白川線改良促進期成同盟会
　　　　要望活動
　　　　まちづくり懇談会（蘇原）
28 日　第 35 回白川・東白川地域公共交通活性化
　　　　協議会
　　　　総務常任委員会協議会
30 日　白川北地区公民館まつり

　１日　岐阜県町村議会議長会評議員会
　２日　まちづくり懇談会（白川）
　４日　議会議員協議会
　　　　学校統合建設特別委員会
４日・５日　まちづくり懇談会（白北・黒川）
　６日　企業の森活動 15 周年及び遊歩道完成披露式典
　８日　まちづくり懇談会（佐見）
11 日　町議会第 4 回定例会（第１日）
12 日　予算決算審査常任委員会

議会の動き（10月23日～１月23日）

10 

月

11 

月

　

12 日　町議会第 4 回定例会（第２日）
　　　　学校統合建設特別委員会
14 日　野尻杯少年剣道大会
17 日　可茂地域一部事務組合議会第２回定例会
18 日　議会を知ろう
20 日　白川町新庁舎竣工式
23 日　加茂東部３町村議会議員交流研修会
26 日　白川町役場庁舎閉庁式
28 日　消防団年末特別警戒出発式

　５日　白川町消防出初式
11 日　白川茶手もみ保存会新年初もみ会
　　　　二十歳のつどい～大志式～
13 日　白川町役場新庁舎開庁式
15 日　議会議員協議会
20 日　議会広報編集委員会
22 日　東濃ひのきと白川の家建築協同組合新
　　　　年互例会

12 

月

12 
月

表紙の写真は、「旧庁舎の議場での一枚」です。

表紙は語る

　昭和から令和に至るまで、長きにわたり町政
の重要な決定の場として役割を果たしてきた
議場が、静かにその幕を下ろすこととなりまし
た。この議場でご活躍された先人の議員各位を
はじめ、議会運営を支えてこられた職員ＯＢの
皆さま、関係職員の皆さまに、あらためて深い
敬意と感謝を申し上げます。

1 

月
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